
事例 2
～営農型太陽光発電の普及促進に向けた水稲栽培による高難易度モデル構築事例～

豊岡市営農型太陽光発電モデル構築事業

■事業及び発電設備の概要
豊岡市は農業が盛んな地域であり、このような地域の
特性を生かした形で再生可能エネルギーに取組むこ
とを検討していた。検討の中で、営農型太陽光発電が
豊岡市に適していると考えたが、その導入により収穫
量が減少することになると本末転倒であるため、あ
くまで農業を主とした再生可能エネルギーの導入を
図ることに注力した。
営農型太陽光発電において比較的栽培が容易な作物も
あるが、農業を主としたものとするため、モデル事業
として遮光率が低い設備を必要とする水稲の栽培に
挑戦することした。これにより、いろいろな種類の作
物の栽培が可能となる営農型太陽光発電をモデルとし
て構築することができた。この結果、豊岡市内では、
営農型太陽光発電が広く普及することとなり、農業を
主とした再生可能エネルギーの導入、電力の地産地消
が進み、自治体を巻き込んだ取り組みが実現された。
＜発電設備の概要＞
発電出力：35kW、遮光率：30％

■事業実施上の課題

営農型太陽光発電を行うに当たり、豊岡市において
は、農業を主としたうえで、事業性もしっかりと確保
できるようなモデルを構築することが一番の課題で
あった。課題の解決を図るためには、農作業で必要と
なる電力を上回る余剰電力について、供給先を確保
することが重要であった。新電力（エバーグリーン・
リテイリング株式会社）を本事業の実施体制に組み入
れて、売電収入を得ることによって、収入面の安定化
を図り、事業性を確保することができた。
また、モデル事業として営農型太陽光発電の普及につ
なげるため、地域における営農型太陽光発電への関心
や理解を高める必要があった。この課題に対しては、
勉強会を開催して営農型太陽光発電の説明を続け、課
題の解決を図った。

■事業の実施体制
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■利用した施策と内容
「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（再生可能
エネルギー電気・熱自立的普及促進事業）」のうち、
再生可能エネルギーシェアリングモデルシステム導入
事業を利用して、平成31年度に調査を行い、令和2
年度に太陽光発電設備を導入した。

■施策を利用したことによる事業の成果
国の事業として実施したことで、自治体との交渉を
優位に進めることができるようになり、併せて、視察
が増加するという効果があり、普及促進に貢献し
た。また、国の事業であることから、自治体も営農
型太陽光発電の重要性を認識するに至り、自治体が
電力を購入することで、事業性の確保に貢献すると
いう効果も期待できるようになった。

■問い合わせ先
但馬米穀株式会社
兵庫県豊岡市中陰318番地の3号
URL：http://tanbei.co.jp/
福井農園
兵庫県豊岡市福田松ヶ代375
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